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あ

る

に
し

で
も

、

し
：か

_
じ

'
扒
ょ
.ぅ
栏
修
正
さ
れ
た
藪
脩
に
立

. ' 

- 

•1 

- 

-
.
.
-
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

. 

. 

«- 

.

.

.

.

.

.

-牌し
た
經
營
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，會
計
の
へ
の

'
弟

耍

啟

職

能

は

事

慮

家
茨

^その
.
他
办
利
聲
關
係
著
に
：對

し

、

'
_
等

'
の

_斷め
_

と

'
で

あ

る

-°
こ

'
0
肖

的

は

、
：
；資

產

が

蔓

會

計

期

に

賢

ざ

れ

粑

.
か

_かを
眞
實
の

#
_
で
：
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'
ず
な
お
ち
そ
の
«

幣
的
表
明
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衔
數
の
變
動
に

_し
.
て

修

正

'̂
る

'
こ

^にょ
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つ
：：て
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資 

パ
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_
質

入

順
法
は
收
益

.
に
對
し
セ
過

'̂
の
貨
幣
價
値

^ょ、冬
原
價
を
賦

«す
.
る
た
，め
ぬ
棚
卸
資
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袈
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を
撗
益
計
篆
に
導
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.
せ
ぎ
る
を
得
な
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。
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.
の
結
果
が
經
營
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上
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：ま
た
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濟
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最
終
模
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は
收
益
に
對
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し
て
最
近
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原

價

を

對

應

せ

し

め

务

方

法

仓

あ
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如
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t
f
者
に
：比

し

棚
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資
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述
め

如

ベ
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企

_が保
持
し
且
：つ
爾
後
办

_
生
產
：に
费
用
：と

.
じ

.
て
轉
牝
す
る

.
と

.
こ
ろ
：

.
の
資
產
の
：

1
^
は

^般物價
水

準

.
の

.
變
動

.
に
：つ
れ
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.
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定
期
に
修
茈
さ
^
ね
ぱ
な
_ら
'埤
と
.す
ざ
な
ぢ
ぽ
、
棚
卸
資
產
迄
闕
す
ー
る
最
餘
值
法
は
そ
の
猶
念
を
更
虼
獷
張
：す
冬
慣
値
.
.の：.ぁ
各
.も
の

.
で

&>
る

.
4
信
ず
％

,けだ
し
が
よ

.ぅ涂
厮
现
^:
基
く
會
計
は
事
業
家
表
し
弋
自
已
办
諸
活
動

<7
>

;綠果
を
眞

 ̂

こ

. 

と
を
部
能
に
：ず
名

.
も
ぬ
で

'
あ
り
：、
食
幣
價
値
變
動

0影
：®
を
除
去
し
：、

-.
そ
の

.霞景
氣
變
動
を
長
期
彪
汎
づ

.
：

.
て
；平
均
化
し
、
；
經
營
の
將
來
ー.

.に
對
す
名
正
^
い
豫
想
.に
貢
献
.す
名
：か
ら
で
あ
意
'
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に
こ
.
れ
亦
调
知
の
如
ぐ
棚
卸
資
產̂.

の
み
.
補
用
さ
，れ
岑
方
法
で
あ̂
か
.ら
、'
物
價
變
動
.の
修
堪
.は
部
分
的
.：で
あ
る
6 

_費
弔
算
定
の
，
 

他
办
1 1
'要
' 
な
要
素
.で
あ
名
固
定
資
產”
の
減
'|
1

償
却
^

算
£

最
終
腻
價
港.
.に
.比
敵
；ず
る
方
法.を
適
闬
-せ
ぬ
^
p
y
S

碰
ま
依
然
齒
大
ぅ
至f
 

4

■に
表
示
さ
：れ
るu.

.
^

と
.衣

冬
::
0

す̂

^

t>

最
終
原
.價
法̂

.

儕
！̂

の
: ¥

響
^

^

|

.計
算
が
ら
除
未
，
.

^

:る
效
集
の
：裎
^
^
期
間
總
費 

:

用
の
.ぅ
ち
棚
卸
寶
產
項
自.の
占
め
芯
比
率
め
太
；：き
さ
よ
岑
の
鑛
あ
る

—

衝
つ
：セ
ゼ
の
：此

藥

め

.t

彳
V

偾
却

- 

計
箅
を
固
定
資
產.
'の
：再

取

震

價

氐

基̂

で
：
行

：
ぅ
，
が

：
、

.：？
〕
，：

物

價

：
靈■を

採

用

し

尤
'赞

値

修

班
.を

：
行.ぅ
' ^

、
.の
'
何

：れ

：

^

が

考

え

ら

れ

名

o 

と
こ
ろ
で
苒
取

#原
價

;̂
沾

ヴ

償

囊

を

計

算
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め

_定
費
產
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苒
評
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.ね拭
な

ぢ

ず

、
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そ
.
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對
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で
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^
指
數
ぞ
播
用

^
^̂!
の

'.
取
得
原

^
.

.
を
連
礎
と
し
て
：符
^

0
で
.
.：あ
岑
か
ら
、
'#
;
射
上
の
.原
慎
主
.靈
腺
則
に
矛
盾
也
ず
^
挺
ク
流
動
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產
贮
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[1
1
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資
；產
亡
も
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樣
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甩
し
ぅ
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對
照
表
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姓
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害
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と̂
戈
あ
名
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原
價
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詐

憑
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も
に
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響
髙
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較
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沽
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_滞歸
照
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作
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最
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般

.的な
場
合
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わ

保̂
守
主
義
會
計
實
務
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求

：す
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-
"

棚
卸
曼
產
：の
時
價
が
常
贮
脊
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簿
賈
額
ょ

1岗
ぐ
あ

.る
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ー
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秘
密
積
立
金
を
作
ら
せ
：る
可
能
胜
が
存-する
の
：.■で.：あ
’る
0
,
.
と
れ
が
當
否

fc
つ

.い

.て：_は議
論
が
あ
苓
が
、_
.
.
疋

..
確

な(

资
.產
を
過
大
乃
至
過
づ
に 

棄

せ

.
S貸
赀
對
照
表
を
作
成
す
る
.こ.と
_が企
業
家
、
株
主
興
の
.他
.
£
對
し
て
價
値
あ
.办
と
考
免

.̂
れ
る
か
ら
、
と.の
場

合

は

，

借
對
照 

あ
上
棚
卸
評
歡
當
金
勘
定
を
設
け
域
終
原
惯
法

.に
な

て̂
箅
出
さ
：れ

た

棚

御

高

と

右

の

.修

.そこ
で

.
、
一
最
終
原
價
法
を
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の
持
つ
，弱
點
を
露
呈.
せ
ず
に
利
用
し
う
る
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否
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終
原
低
法
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、
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方
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.最終
原
憤
法
を
放
棄

.
し

て

,>
#
^
指
數
ま
お

.は再
取
得
原

«に
よ
芯
修
芷
訐
算
を
行
う

。
.':
.

'.
前
者
に
つ
い
て
ば
、.枷
卸
相
高
に
對
U
て
■評
價
引
當
金
.を

設

け

、
，
固

定

資

產

k
つ
■.い
そ
1
時
價
償
却
を
行
う
の
で
あ
苓
？
.'八 

'
も
し
最
終
原
價
法
を
放
棄
す
^
な
ら
ば
、
：
.物
價
指
數
.を
以
て
修
'.
1
£す
る
方
法
が
最
も
簡
舉
で
あ
る
'°
し
か
し
こ
れ
は
最
終
原
價
法
に
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面
的
に
代
る
も
の
.
.と
は
I

I
な」

い
。
.と
い
う
■.の
は
、
.
.個
々
の
資
產
項
自
の
：價
格
變
動
がI

般
^

'

動
が
表
明
さ
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る0
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:企
業
家
と
.し
て
立
價
格
決
定
の
，基
準
と
し
て
當
然
洱
取
得
原
慎
に
關
心
を
持
つ
が
、'.
■艦
の
.投
資
家
ば
全
般
的
な
購
賀
カ
の
：變
化
の
效 

果
こ
最
も
關
心
を
持
つ
で
あ 

' ろ
う
Q
ゆ
え
に
少
く
と
も
年
次
報
告
.に
は
徹
頭
徹
尾
物
價
指
數
を
.採
用
す
る
こ
と
が
：よ
^
よ
う
で
あ
る
。
物 

S
指
數
を
用
い
る
こ
と
.は
原
價
主
義
原
則
に
反
す
.る
：と
と
な
く
容
易
に
修
ー
止
で
き
る
が
1
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，グ
の
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價
が
一
般
物
慣
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異
な
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さ 
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で
變
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し

た
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取
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す
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必

要
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あ
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第
一
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は

取
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ニ

.攔
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修
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營
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■.以上
ゥ
オ
ル
ク
ー
の
見
解
は

.
、
：最
藤
原
價
法
が
物
價
變
動
の
棚
却
資
產
會
計
に
及
ぽ
：す
影
響
好
排
徐̂ぅ
名
效
巣
に
着
目
し
：て
、.こ

れ

 

.
を
全
產
業
に
採
用
す
る
と
と
を
企

'
圖
し

.
、
た

f限ら
れ
：.
た
產
業
以：

外
広
は
そ
の
效
果

.の：.
乏
し
い
：と
と
：ろ
か
も
、'再取
得
勝
慎
又
ば
物
質
指

'
 

數
に
よ
る
修
ー
止
則
算
の
逾
用
女
主
張
す
冬
も
の
で
、
要
は
、.資產
：が
倉
該
期
間
；に
消
費
さ
恭
た.か否
か

.
を
：

s
w
b
e
s

で

.評價
す
名
、
 

の
で

Iれ
ば
、
企
業
の
：刺
斷
資
料
と

.

J

て
の

#:
計
の
機
能
が
達
成
さ
れ

.
念

、
：
 ̂

:

つ

'
:
:

し

-かし
、
棚
御

*産
に
最
終
原
價
费
次
、
固
定
賓
產

^冉敢
得
原
價
よ
；る
償
：

_評
算

：
を

織

用

す

る

方

：货

、
.
あ

_
る

ぃ

.は.物
價

指

數

を

以
 

.
て
全
面
的
な
價
禮
修

1|
£-:
^行令
方
谗
辦
艰
し

$「

眞
實
の
言
葉
、

.
眞
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